
作業療法士が当事者になって見えたこと
～人工呼吸器をつけて地域で暮らす～

BiPH第64回勉強会

【お問い合わせ＆お申し込み】
一般社団法人Bridges in Public Health事務局
〒467-0027 名古屋市瑞穂区田辺通1丁目２２－２
TEL：052-846-5878
Mail: biph-adm@umin.ac.jp
URL: http://plaza.umin.ac.jp/biph
FB: www.facebook.com/biph.adm

押富さんのプロフィール：
作業療法士として働いていた24歳の時、神経難病である重症筋無力症を発症。入退院を繰り

返すうちに症状が重度化し、24時間人工呼吸器が必要となる。それと同時にたくさんの人との
出会いがあり、現在は人工呼吸器を着けての在宅生活・地域生活を満喫中！また、作業療法士
としての知識と経験、当事者としての経験や想いを活かすべく、地域の仲間と一緒に障害者支
援を行うNPO法人を立ち上げ、尾張旭市を拠点に活動。医療・介護・福祉関係の高校や専門学
校・大学などでのゲスト講義や、障害の有無や性別・年齢に関係なく楽しめるインクルーシブ
な運動会『ごちゃまぜ運動会』を企画・運営している。スローガンは「当事者目線100％」。

今回は作業療法士であり、人工呼吸器＆車いすユーザーと
して活躍中の押富俊恵さんをお迎えします。

医療従事者だった押富さんが、人工呼吸器＆車いすユー
ザーになって、感じたことや見えたことは何だったのでしょう？また、
「地域で暮らす」ことへの思いは？そして、押富さんに関わった
人たちは、彼女をどう支援し、あるいは支援されたのでしょう
か？

支援者と被支援者の両方の立場をしなやかに行き来する押
富さんのお話には、医療従事者や支援者としてだけでなく、同
じ地域で暮らす者としてどうあるべきかのヒントが満載です。どう
ぞご参加ください！

スピーカー：押富俊恵
（NPO法人ピース・トレランス代表 作業療法士）

日時：2020年2月7日（金） 18:30～20:00
場所：名古屋市立大学看護学部４F402教室

〒467-8601 愛知県名古屋市瑞穂区瑞穂町字川澄1
(名古屋市地下鉄桜通線「桜山駅」下車３番出口からスグ)

https://www.nagoya-cu.ac.jp/access/sakurayama.html
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